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玄大松准教授　略歴

玄　大松（ひょん　でそん）

1961 年11月 韓国釜山にて出生

1974 年 2 月 韓国釜山松島小学校卒業

1974 年 3 月 韓国釜山徳元中学校入学

1977 年 2 月 同　卒業

1977 年 3 月 韓国釜山海洋高校航海科入学

1980 年 2 月 同　卒業

1980 年 2 月 宇進海運株式会社，三等航海士（→ 1981 年 1 月）

1981 年 2 月 南原海運株式会社，三等航海士（→ 1982 年 2 月）

1982 年 3 月 半島木材株式会社海運事業部，二等航海士（→ 1984 年 4 月）

1984 年 5 月 漢林海運株式会社，二等航海士（→ 1987 年 1 月）

1988 年 3 月 韓国外国語大学政治外交学科入学

1992 年 2 月 同　卒業

1992 年 3 月 韓国高麗大学国際大学院日本地域専攻入学

1992 年 9 月 同　休学

1993 年 4 月 日本文部省奨学生（→ 2000 年 3 月）

1993 年 4 月 東京大学大学院法学政治学研究科研究生課程入学

1995 年 4 月 同　修士課程入学

1997 年 4 月 同　博士課程進学

2004 年 1 月 博士号取得
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2004 年10月  日本学術振興会外国人研究員（東京大学東洋文化研究所汎ア

ジア部門，→ 2006 年 3 月）

2006 年 4 月 東京大学東洋文化研究所東洋学情報研究センター助教授

2006 年10月 東京大学大学院総合法政専攻国際政治担当（→ 2009 年 3 月）

2007 年 4 月  東京大学東洋文化研究所東洋学情報研究センター准教授（名

称変更による）

2009 年 4 月 任期満了（三年）により東京大学教員辞任

非常勤講師

　2008 年10月  千葉大学文学部国際言語文化学科（東アジア文化論担当）

2008 年冬・2009 年夏（集中）

受賞歴

　1980年２月　　韓国釜山海運港湾庁長賞

　1992年２月　　韓国外国語大学総長賞

　2004年11月　　第３回井植記念アジア太平洋研究賞

　2006年11月　　第19回アジア太平洋賞特別賞
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玄大松准教授　主要著作目録

著書

　『領土ナショナリズムの誕生　──「独島 /竹島問題」の政治学』 ミネル

ヴァ書房　　2006. 11

編著

　『韓国と日本の歴史認識─独島・靖国・慰安婦・教科書問題の根源と争点』

ソウル：ナナム　　　21 ─ 86　　2008. 11 

　The historical perceptions of Korea and Japan: its origin and points of the issues 

concerning Dokdo/Takeshima, Yasukuni shrine, comfort women, and textbooks, 

Seoul: Nanam Publishing House　　　23 － 91　　2008. 11

共著

　“Korea: Lives and Civic virtue in Transition,” in Takashi Inoguchi, Akihiko 

Tanaka et al.(eds.) Human Beliefs and Values in Striding Asia, Tokyo: Akashi 

Shoten　　　51 ─ 81　　2006. 3

　「韓国人の独島意識の形成とその構造」金栄作・李元徳編『日本学叢書⑴

　日本は韓国にとって何か』ソウル：ハンウル・アカデミ　　　108 － 138 

2006. 4
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　「韓国：転換期にある市民生活と市民的徳性」猪口孝・田中明彦ほか編『ア

ジア・バロメーター躍動するアジアの価値観─アジア世論調査（2004）の分

析と資料』明石書店　　　55 ─ 86　　2007. 8

　“Korea: A Confucian Society in Culture Shifts,” in Human Beliefs and Values 

in East and Southeast Asia in Transition, Tokyo: Akashi Shoten　　 101 ─ 127

2009. 3

論文

　“Casual Cynics, or Disillusioned Democrats? ─ Political Alienation in Japan,”

Political Psychology Vol.21 No.4: 779 ─ 804. Coauthor;　Ikuo Kabashima, 

Jonathan Marshall, Takayoshi Uekami　　2000. 12

　「韓国人の血・地・知，そして日本」『東京大学東洋文化研究所紀要』

148:75 － 141　　2005.12  

　「政策決定過程の日韓比較─「首都移転問題」を事例として」『東京大学東

洋文化研究所紀要』155: 103 ─ 127　　2009. 3  

翻訳

　『決して避けられない靖国問題』（高橋哲哉『靖国問題』筑摩新書，2005

年の韓国語訳）ソウル：歴史批評社　　2005. 10
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その他

　族譜・アイデンティティ・日韓関係 ,東京大学東洋文化研究所ホームページ ,

http://asj.ioc.u ‒ tokyo.ac.jp/html/asw_sk.htm2004. 7

　「日本国総理大臣のリーダーシップ再考」『明日の東洋学』16 号  4 ─ 6

2006.10

　「安倍『日本丸』の進路と韓国の対応」『東アジア・ブリーフ』第一巻第三

号　　　40 ─ 45　　2006. 10 

　「歴史認識，ナショナリズムを科学することは可能か？」『淡青』19 号 

2007.2

　『日本国会における独島論議に関する研究』ソウル：韓国海洋水産開発院

1─ 80　　2007. 12  

　「福田政権以降の竹島政策」『独島研究ジャーナル』　　2008. 10




